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研究成果の概要 

 

成人では高脂肪食摂取等の過栄養状態において肥満が誘導される。本研究において、独自の ex vivo視

床下部器官培養系を用いた解析を実施した結果、特定の油脂に多く含まれる脂質成分の中から視床下

部における摂食抑制ホルモンの細胞内シグナル伝達を増強させる効果を示す成分を見出した。そこで

高脂肪食誘導肥満マウス個体を用いた検討を実施した結果、肥満マウス個体では脳室内投与した摂食

抑制ホルモンによる体重減少および摂食抑制効果といった抗肥満作用が消失するのに対し、本脂質成

分を脳室内投与した肥満マウス個体では摂食抑制ホルモンの抗肥満効果が発揮されることを明らかに

した。さらに、小動物総合モニタリングシステム（CLAMS-Oxymax）・ACTIMO複合系を用いた検討により、

本脂質成分の脳室内投与によって、エネルギー代謝が亢進されることを明らかにした。さらには、糖尿

病を発症した肥満マウス個体への本脂質成分の脳室内投与により、全身のグルコースバランスが向上

することを見出した。一方、マイクログリア細胞株および小腸内分泌細胞株を用いた検討においても、

特異的な作用を発揮することを見出した。以上の結果より、日常的に摂取し得る脂質成分の一種が食欲

中枢の視床下部において、摂食抑制ホルモン作用を増強し抗肥満効果・抗糖尿病効果を示す可能性を見

出した。本研究の展開により、視床下部機能や内分泌機能、高次脳機能と本脂質成分の関わりを紐解く

ことで、脂質の質と視床下部機能に着目した抗肥満機序の解明から脂質のイメージを覆す新しい肥満

と老化の研究を進めていく。 
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